
 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.15-948



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.15-949



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.15-950



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

   

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.15-951



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.15-952



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.15-953



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.15-954



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.15-955



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.15-956



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.15-957



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.15-958



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.15-959



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

1.15-960



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

1.15-961



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

1.15-962



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

1.15-963



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

  

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

1.15-964



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

1.15-965



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

1.15-966



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

   

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.15-967



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

  

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.15-968



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

1.15-969



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

1.15-970



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.15-971



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.15-972



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.15-973



 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉 備考 

 

 
  

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 有効性評価から抽出

される監視計器の相違 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 

1.15-974



 

   

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

  添付資料 1.15.4-1 

重大事故等対策の成立性 

 

1. 設計基準事故対処設備と重大事故等対処設備を兼用する計装

設備への給電 

 

ａ．操作概要 

全交流動力電源喪失が発生した場合に，設計基準事故対処設

備と重大事故等対処設備を兼用する計装設備への給電のための

電源切替えを行う。 

 

ｂ．作業場所 

中央制御室 

廃棄物処理建物 １階（非管理区域）（補助盤室） 

 

ｃ．必要要員数及び操作時間 

設計基準事故対処設備と重大事故等対処設備を兼用する計装

設備への給電のための電源切替えに必要な要員数，想定時間は

以下のとおり。 

必要要員数  ：２名（現場運転員２名） 

想定時間   ：10 分（所要時間目安※１ ：５分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

 

想定時間内訳 

【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

●中央制御室での電源切替え操作：想定時間５分，所要時間目

安１分 

・電源切替え操作：所要時間目安１分（中央制御室） 

 

●補助盤室での電源切替え操作：想定時間５分，所要時間目安

４分 

・移動：所要時間目安２分（中央制御室から補助盤室） 

・電源切替え操作：所要時間目安２分（補助盤室） 

 

ｄ．操作の成立性 

作業環境：室温は通常運転状態と同程度であり，周辺には

支障となる設備はない。常用照明消灯時におい

ても，電源内蔵型照明を作業エリアに配備して

・運用の相違 

【柏崎 6/7,東海第二】 

 ⑲の相違 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.15-975



 

   

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

いる。また，ヘッドライト又は懐中電灯を携行

している。 

移動経路：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備して

いること，ヘッドライト又は懐中電灯を携行し

ていることから接近可能である。また，アクセ

スルート上に支障となる設備はない。 

操作性：通常の電源切替え操作であり，容易に実施可能で

ある。 

連絡手段：衛星電話設備（固定型），無線通信設備（固定

型），有線式通信設備，電力保安通信用電話設

備，所内通信連絡設備（警報装置を含む。）の

うち，使用可能な設備により，緊急時対策本部

との連絡が可能である。 

 

 

 

 

 

 

 

切替えスイッチ               切替え操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.15-976



 

   

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

添付資料 1.15.4 

重大事故等対策の成立性 

1.可搬型計測器の接続操作 

a.操作概要 

重大事故等時に必要な監視パラメータへの給電(交流，直流)

が困難な場合に，可搬型計測器を接続し，中央制御室又は現場

にて計測，監視を行う。 

b.作業場所 

6 号炉：中央制御室，原子炉建屋(非管理区域)地下 1 階，

タービン建屋(非管理区域)地下中 2 階 

7 号炉：中央制御室，原子炉建屋(非管理区域)地下 1 階 

 

c.必要要員数及び操作時間 

可搬型計測器の接続，可搬型計測器による計測，監視に必要

な要員数，所要時間は以下のとおり。 

必要要員数 ：4 名(中央制御室運転員 2 名，現場運転員 2 名) 

 

 

 

所要時間目安：1 測定点あたり 10 分(中央制御室における接

続，計測の場合) 

1 測定点あたり 18 分(現場における接続，計測の場合) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d.操作の成立性について 

作業環境：バッテリー内蔵型 LED 照明を作業エリアに配備

しており，建屋内常用照明消灯時における操作

性を確保している。また，ヘッドライト及び懐

添付資料 1.15.4 

重大事故等対策の成立性 

1. 可搬型計測器の接続操作 

ａ．操作概要 

重大事故等時に必要な監視パラメータへの給電（交流，直

流）が困難な場合に，可搬型計測器を接続し，中央制御室にて

計測，監視を行う。 

ｂ．作業揚所 

中央制御室 

 

 

 

ｃ．必要要員数及び操作時間 

可搬型計測器の接続，可搬型計測器による計測，監視に必要

な要員数，所要時間は以下のとおり。 

必要要員数 ：2名（重大事故等対応要員 2名） 

 

 

 

所要時間目安：1測定点当たり 63分以内 

 

（2 測定点以降，連続で接続する場合は 10分追加） 

   所要時間内訳 

    ・中央制御室までの移動時間：53分 

     ①出動準備：4分 

     ②放射線防護具の着用：12分 

     ③移動（緊急時対策所建屋から原子炉建屋付属棟 4階

空調機械室（原子炉建屋付属棟 1階電気室入口扉を

経由））：17分 

     ④放射線防護具の脱衣，身体サーベイ：16分 

     ⑤移動（原子炉建屋付属棟 4階空調機械室から中央制

御室）：4分 

    ・可搬型計測器 1測定点当たりの時間：10 分 

      

ｄ．操作の成立性について 

作業環境：室温は通常運転状態と同程度であり，周辺には

支障となる設備はない。中央制御室内は可搬型

照明が配備されており，建屋内常用照明消灯時

添付資料 1.15.4-2 

重大事故等対策の成立性 

2. 可搬型計測器の接続操作 

ａ．操作概要 

重大事故等時に必要な監視パラメータへの給電（交流，直

流）が困難な場合に，可搬型計測器を接続し，廃棄物処理建物

１階にて計測，監視を行う。 

ｂ．作業場所 

廃棄物処理建物 １階（非管理区域）（補助盤室） 

 

 

 

ｃ．必要要員数及び操作時間 

可搬型計測器の接続，可搬型計測器による計測，監視に必要

な要員数，想定時間は以下のとおり。 

必要要員数  ：２名（現場運転員２名） 

 

 

 

想定時間   ：20 分（所要時間目安※１ ：９分） 

※１：所要時間目安は，模擬により算定した時間 

（２測定点以降，連続で接続する場合は 10分追加） 

 想定時間内訳 

 【現場運転員Ｂ，Ｃ】 

  ●移動：想定時間 10分，所要時間目安２分 

・移動：所要時間目安２分（中央制御室から補助盤室） 

  ●可搬型計測器接続：想定時間 10分，所要時間目安７分 

・可搬型計測器接続：所要時間目安７分（補助盤室） 

    

 

 

 

 

 

ｄ．操作の成立性 

作業環境：室温は通常運転状態と同程度であり，周辺には

支障となる設備はない。常用照明消灯時におい

ても，電源内蔵型照明を作業エリアに配備して

 

 

 

 

 

・設備及び体制の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ⑮の相違 

・設備及び体制の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ⑮の相違 

 

 

 

 

・体制及び運用の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ⑯の相違 

 

・設備及び体制の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ⑯の相違 
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中電灯をバックアップとして携行している。 

 

移動経路：バッテリー内蔵型 LED 照明をアクセスルート上

に配備しており近接可能である。また，ヘッド

ライト及び懐中電灯をバックアップとして携行

している。アクセスルート上に支障となる設備

はない。 

 

操 作 性：通常の端子リフト・接続操作であり，容易に実

施可能である。 

連絡手段：通信連絡設備(送受話器，電力保安通信用電話設

備，携帯型音声呼出電話設備) のうち，使用可

能な設備により，中央制御室に連絡する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

における操作性を確保している。また，ヘッド

ライト及びＬＥＤライトを携行している。 

移動経路：ヘッドライト及びＬＥＤライトを携行し移動す

る。アクセスルート上に支障となる設備はな

い。また，放射性物質が放出される可能性があ

ることから，移動は放射線防護具（全面マス

ク，個人線量計，綿手袋，ゴム手袋）を必要に

より装備し，復路用を携行して移動する。 

操 作 性：通常の端子リフト・接続操作であり，容易に実

施可能である。 

連絡手段：衛星電話設備（固定型，携帯型），無線連絡設

備（固定型，携帯型），電力保安通信用電話設

備（固定電話機，ＰＨＳ端末），送受話器のう

ち，使用可能な設備により，災害対策本部との

連絡が可能である。 

いる。また，ヘッドライト又は懐中電灯を携行

している。 

移動経路：電源内蔵型照明をアクセスルート上に配備して

いること，ヘッドライト又は懐中電灯を携行し

ていることから接近可能である。また，アクセ

スルート上に支障となる設備はない。 

 

 

操作性：通常の端子リフト・接続操作であり，容易に実施

可能である。 

連絡手段：衛星電話設備（固定型），無線通信設備（固定

型），有線式通信設備，電力保安通信用電話設

備，所内通信連絡設備（警報装置を含む。）の

うち，使用可能な設備により，緊急時対策本部

との連絡が可能である。 

 

 

 

 

・設備及び体制の相違 

【東海第二】 

 ⑮の相違 
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・設備の相違 

【東海第二】 

東海第二は，温度計

測機能を有する計測器

と温度計測機能を有さ

ない計測器の２種類を

使用 
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添付資料 1.15.5 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ⑩の相違 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

⑩の相違 

 設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 ⑩の相違 

 設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

⑩の相違 

 設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

⑩の相違 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照。 

 東海第二は，温度計

測機能を有する計測器

と温度計測機能を有さ

ない計測器の２種類を

使用 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

⑩の相違 

 設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

⑩の相違 

 設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

⑩の相違 

 設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

⑩の相違 

 設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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添付資料 1.15.6 

 

代替パラメータにて重大事故等対処時の判断基準を判断した場合

の影響について 

 

主要パラメータ(重要監視パラメータ及び有効監視パラメータ)

の監視が困難であった場合，代替パラメータを用いて重大事故等

に使用する判断基準及び技術的能力審査基準項目に係る判断基準

を判断した場合の影響について以下のとおり確認した。 

 

 

 

確認結果 

(1) 代替パラメータによる判断を行った場合において，判

断，操作に影響がないことを確認した。 

 

 

(2) 炉心損傷後は，炉心冠水状態，溶融炉心の発生により

原子炉格納容器内及び原子炉圧力容器内が過熱状態と

なることも考えられることから，炉心損傷後において

は，関連する複数のパラメータを確認し推定を行うこ

ととする。 

また，これらの判断に使用する重要な計器は，重大事

故等時の耐環境性等を有した重大事事故等対処設備で

あり他チャンネルでの確認が期待できるため，判断及

び操作に対する影響は無いと判断した。 

 

※ 代替パラメータによる推定に当たっては，代替パラメータの

誤差による影響を考慮する。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

添付資料 1.15.6 

 

代替パラメータにて重大事故等対処時の判断基準を判断した場合

の影響について 

 

 主要パラメータ（重要監視パラメータ及び有効監視パラメー

タ）を計測することが困難となった場合に，技術的能力 1.1～

1.15 の作業着手の判断基準及び操作手順並びに有効性評価の判

断及び確認について，代替パラメータを用いて判断した場合の影

響について以下のとおり確認した。 

 なお，代替パラメータによる判断への影響を第 1表に示す。 

 

 確認結果 

  (1) 代替パラメータによる各技術的能力の作業着手の判断

基準及び操作手順並びに有効性評価の判断及び確認へ

の影響について検討した結果，判断，操作に影響がな

いことを確認した。 

  (2) 炉心損傷後は，炉心冠水状態，溶融炉心の発生により

原子炉格納容器内及び原子炉圧力容器内が過熱状態と

なることも考えられることから，炉心損傷後において

は，関連する複数のパラメータを確認し推定を行なう

こととする。 

     また，これらの判断に使用する重要代替計器は，事故

時の耐環境性等を有した重大事故等対処設備であり，

他チャンネル計器での確認が期待できるため，判断及

び操作に対する影響は無いと判断した。 

 

※ 代替パラメータによる推定にあたっては，代替パラメータの

誤差による影響を考慮する。 

以上 

添付資料 1.15.6 

 

代替パラメータにて重大事故等対処時の判断基準を判断した場合

の影響について 

 

 主要パラメータ（重要監視パラメータ及び有効監視パラメー

タ）の計測することが困難となった場合，技術的能力 1.1～1.15

の作業着手の判断基準及び操作手順並びに有効性評価の判断及び

確認について，代替パラメータを用いて判断した場合の影響につ

いて以下のとおり確認した。 

 なお，代替パラメータによる判断への影響を第１表に示す。 

 

 確認結果 

(1) 代替パラメータによる各技術的能力の作業着手の判断

基準及び操作手順並びに有効性評価の判断及び確認へ

の影響について検討した結果，判断，操作に影響がな

いことを確認した。 

  (2) 炉心損傷後は，炉心冠水状態，溶融炉心の発生により

原子炉格納容器内及び原子炉圧力容器内が過熱状態と

なることも考えられることから，炉心損傷後において

は，関連する複数のパラメータを確認し推定を行なう

こととする。 

また，これらの判断に使用する重要な計器は，重大事

故等時の耐環境性等を有した重大事故等対処設備であ

り，他チャンネル計器での確認が期待できるため，判

断及び操作に対する影響は無いと判断した。 

 

※ 代替パラメータによる推定に当たっては，代替パラメータの

誤差による影響を考慮する。 

以 上 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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【(2/18)の引用】 

 

 

 

【(２／21)の引用】 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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【(3/18)の引用】 

 

 

 

 

 

 

【(３／21)の引用】 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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【(3/18)の引用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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【(4/18)の引用】 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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【（10／22）の引用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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【(7/18)の引用】 

 

 

 

 

 

 

 

【(９／21)の引用】 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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【（14／22）の引用】 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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【(12/18)の引用】 

 

 
【（15／22）の引用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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【(16/18)の引用】 

 

 

 

 

 
【(18／21)の引用】 

 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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【(17/18)の引用】 

 
【（21／22）の引用】 

 

 

 

・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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・設備の相違 

【柏崎 6/7，東海第二】 

 推定ケースの差異理

由については，

「1.15.2.1(1)d.代替パ

ラメータでの推定方

法」を参照。 

設備の差異理由につ

いては，「第 1.15－2 

重要監視パラメータ及

び重要代替監視パラメ

ータ（重大事故等対処

設備）」を参照 
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 添付資料 1.15.7 

原子炉水位不明時の対応について 

 

1. 概 要 

  重大事故等対処設備とする原子炉水位は，原子炉水位（ＳＡ

広帯域）及び原子炉水位（ＳＡ燃料域）があり，それぞれの計

測範囲で原子炉圧力容器内の水位を確認する。 

 

2. 水位不明判断条件 

  以下のいずれかに該当する場合，原子炉水位不明と判断す

る。 

  ａ．原子炉水位の電源が喪失した場合 

  ｂ．原子炉水位の指示に「ばらつき」があり，原子炉水位が

燃料有効長頂部以上であることが判定できない場合 

 

  ｃ．ドライウェル雰囲気温度が，原子炉圧力に対する飽和温

度に達した場合（非常時運転手順書Ⅱの中で定める水位

不明判断曲線で水位不明領域に入った場合） 

 

 

 

 

 

 

第 1 図 水位不明判断曲線 

添付資料 1.15.7 

原子炉水位不明時の対応について 

 

1.概要 

重大事故等対処設備とする原子炉水位は，原子炉水位（広帯

域），原子炉水位（燃料域）及び原子炉水位（ＳＡ）があり，

それぞれの計測範囲で原子炉圧力容器内の水位を確認する。 

 

2.水位不明判断条件 

原子炉水位不明は以下により確認する。 

 

ａ．原子炉水位の電源が喪失した場合 

ｂ．原子炉水位の指示に「ばらつき」があり，原子炉水位

が燃料棒有効長頂部以上であることが判定できない場

合 

ｃ．ドライウェル雰囲気温度が，原子炉圧力に対する飽和

温度に達した場合（事故時操作要領書（徴候ベース）

の中で定める水位不明判断曲線で水位不明領域に入っ

た場合） 

ｄ．凝縮槽液相部温度と気相部温度がほぼ一致し，有意な

差が認められない場合 

  

 

 

第１図 水位不明判断曲線 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，原子

炉水位不明時の対応に

ついて記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，水位

不明の判断基準とし

て，凝縮槽液相部温度

と気相部温度の温度差

を記載 
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3. 格納容器破損モード「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格

納容器過圧・過温破損）」における水位不明時の対応につい

て 

有効性評価の格納容器破損モード「雰囲気圧力・温度に

よる静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」で想定される

事故シーケンスでは，原子炉冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ

発生）により，第1図に示す水位不明領域となるため，運転

員は水位不明を判断する。水位不明を判断した場合，原子

炉水位Ｌ０まで冠水させるために必要な水量を注水し，そ

の後，崩壊熱による蒸発量相当の注水量に流量調整するこ

とで，損傷炉心の冷却を維持することとする。 

 

4. 炉心損傷後における水位不明判断時の対応手順について 

  上記のとおり，炉心損傷後の対応手順として，水位不明を判

断し外部水源に期待した原子炉注水を実施する場合には，手順

に従い，第1表に示す原子炉水位Ｌ０まで水位回復させるため

に必要な注水時間を230m３／h以上で継続して注水する。原子炉

水位Ｌ０到達後に崩壊熱による蒸発量相当の注水量よりも多い

注水量で注水する場合には，原子炉に持ち込んだ水がＬＯＣＡ

破断口から格納容器へ流出しサプレッション・プール水位の上

昇につながるため，格納容器圧力逃がし装置による格納容器除

熱の開始時間が早まる。そのため，原子炉水位Ｌ０到達までに

必要な注水時間の注水を実施した後は，格納容器圧力逃がし装

置による格納容器除熱を可能な限り遅延させ環境への影響を低

減させるため，崩壊熱による蒸発量相当の注水量とする。 

  なお，代替循環冷却系の起動等によりサプレッション・チェ

ンバを水源とした原子炉注水に切り替える場合には，崩壊熱に

よる蒸発量相当の注水量には変更せず，所定の流量での注水を

継続する。 

第1表に示す必要注水時間は，原子炉底部から原子炉水位Ｌ

０まで冠水させるために必要な注水量に加え，注水開始時点で

の崩壊熱除去に必要な注水量を考慮し設定した。 

 

 

 

 

 

 

3.格納容器破損モード「雰囲気圧力・温度による静的負荷（格

納容器過圧・過温破損）」における水位不明時の対応につい

て 

有効性評価の格納容器破損モード「雰囲気圧力・温度に

よる静的負荷（格納容器過圧・過温破損）」で想定される

事故シーケンスでは，原子炉冷却材喪失（大破断ＬＯＣＡ

発生）により，第１図に示す水位不明領域となるため，運

転員は水位不明を判断する。水位不明を判断した場合，原

子炉水位Ｌ０まで冠水させるために必要な水量を注水し，

その後，崩壊熱による蒸発量相当の注水量に流量調整する

ことで，損傷炉心の冷却を維持することとする。 

 

4.炉心損傷後における水位不明判断時の対応手順について 

上記のとおり，炉心損傷後の対応手順として，水位不明を

判断し外部水源に期待した原子炉注水を実施する場合には，

手順に従い，原子炉水位Ｌ０まで水位回復させるために

200m3/h（原子炉圧力 1.00MPa[gage]において）で 30 分継続

して注水する。原子炉水位Ｌ０到達後に崩壊熱による蒸発量

相当の注水量よりも多い注水量で注水する場合には，原子炉

に持ち込んだ水がＬＯＣＡ破断口から格納容器へ流出しサプ

レッション・プール水位の上昇につながるため，格納容器フ

ィルタベント系による格納容器除熱の開始時間が早まる。そ

のため，原子炉水位Ｌ０到達までに必要な注水時間の注水を

実施した後は，格納容器フィルタベント系による格納容器除

熱を可能な限り遅延させ環境への影響を低減させるため，崩

壊熱による蒸発量相当の注水量とする。 

なお，残留熱代替除去系の起動等によりサプレッション・

チェンバを水源とした原子炉注水に切り替える場合には，崩

壊熱による蒸発量相当の注水量には変更せず，所定の流量で

の注水を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，原子

炉底部から原子炉水位

Ｌ０まで冠水させるた

めに必要な注水量は，

原子炉注水開始時間

（原子炉停止後の経過

時間）に関わらず 30 分

継続する 
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第1表 水位不明時の必要注水時間 

 

 

5. 水位不明判断時の原子炉水位の推定手段について 

上記のとおり，水位不明と判断した場合，原子炉注水流量及

び必要な注水時間により，原子炉水位Ｌ０位置までの水位回復

を判断する。 

その後，原子炉水位をＬ０以上で維持するためには，崩壊熱

による蒸発量相当の注水量以上での注水の継続及び原子炉圧力

容器下部が健全であることが必要となる。仮に原子炉圧力容器

下部からの漏えいが生じている場合には，原子炉水位Ｌ０以上

を維持できない可能性があるが，漏えい水がペデスタル（ドラ

イウェル部）へ落下することで，格納容器下部水位及び格納容

器下部水温が上昇すると考えられるため，以下のパラメータに

よって損傷炉心の冷却維持を判断することとする。 

・崩壊熱相当の注水量以上で原子炉注水を継続していること 

・格納容器下部水位又は格納容器下部水温の上昇がないこと 

 

 

代替循環冷却系等のサプレッション・チェンバを水源とした

注水手段を確保できる場合には，崩壊熱相当及び漏えいを補う

注水量以上で注水を継続することで，原子炉圧力容器下部から

の漏えいが生じている場合でも，サプレッション・プールの水

位上昇を防止しつつ損傷炉心の冷却維持を図る。 

一方，代替循環冷却系が使用できない場合において，原子炉

圧力容器下部からの漏えいが生じている場合等には，原子炉水

位Ｌ０到達の判断後に原子炉注水を崩壊熱による蒸発量相当の

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.水位不明判断時の原子炉水位の推定手段について 

上記のとおり，水位不明と判断した場合，原子炉注水流量

及び必要な注水時間により，原子炉水位Ｌ０位置までの水位

回復を判断する。 

その後，原子炉水位をＬ０以上で維持するためには，崩壊

熱による蒸発量相当の注水量以上での注水の継続及び原子炉

圧力容器下部が健全であることが必要となる。仮に原子炉圧

力容器下部からの漏えいにより，原子炉水位をＬ０以上に維

持できない場合は，サプレッション・プール水位の顕著な上

昇がなく，原子炉圧力容器表面温度が上昇すると考えられる

ため，以下のパラメータによって損傷炉心の冷却維持を判断

することとする。 

・崩壊熱相当の注水量以上で原子炉注水を継続していること 

・サプレッション・プール水位が顕著に上昇していること 

・原子炉圧力容器表面温度が過熱状態にないこと 

 

残留熱代替除去系等のサプレッション・チェンバを水源と

した注水手段を確保できる場合には，崩壊熱相当及び漏えい

を補う注水量以上で注水を継続することで，原子炉圧力容器

下部からの漏えいが生じている場合でも，サプレッション・

プールの水位上昇を防止しつつ損傷炉心の冷却維持を図る。 

一方，残留熱代替除去系が使用できない場合において，原

子炉圧力容器下部からの漏えいが生じている場合等には，原

子炉水位Ｌ０到達の判断後に原子炉注水を崩壊熱による蒸発

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，損傷

炉心が冠水しているこ

とを，サプレッショ

ン・プール水位が顕著

に上昇していることお

よび原子炉圧力容器表

面温度が過熱状態にな

いことにより判断して

いる 
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注水量とすると，原子炉水位が低下し損傷炉心の冷却維持がで

きない可能性がある。この場合，その後の事象進展により原子

炉下部プレナムへ溶融炉心が移行することになるが，原子炉圧

力容器温度（下鏡部）が300℃に到達した時点で，損傷炉心の

冷却失敗を判断し，原子炉圧力容器破損に備えた対応を実施す

ることとする。 

上記のとおり，崩壊熱による蒸発量相当の注水量に調整した

場合，損傷炉心の冷却維持ができず，いずれは原子炉圧力容器

の破損に至る可能性があるが，崩壊熱による蒸発量相当の注水

量に調整しない場合（流量低下しない場合）においても，いず

れはサプレッション・プール水位の上昇により格納容器圧力逃

がし装置による格納容器除熱操作を実施することとなり，サプ

レッション・チェンバからのベントライン水没防止のために原

子炉注水を崩壊熱による蒸発量相当の注水量に減少させる必要

があり，その後，原子炉圧力容器の破損に至ることになる。 

 

そのため，格納容器下部水位及び格納容器下部水温の上昇等

により，損傷炉心の冷却失敗の兆候を確認した場合には，原子

炉注水流量を増加させることはせず，原子炉水位Ｌ０到達を判

断した時点で崩壊熱による蒸発量相当の注水量に変更すること

により，サプレッション・プール水位上昇を抑制し，格納容器

圧力逃がし装置による格納容器除熱操作の実施を可能な限り遅

延させることとする。したがって，破断位置等の違いによる注

水手順の差異は生じない。 

上記の原子炉水位不明時における原子炉水位の推定手段につ

いて第2表に示す。なお，流量計指示が正常な状況で崩壊熱に

よる蒸発量相当の注水が失敗している場合には，流量計下流で

の注水配管の破断による漏えいが考えられるが，その場合に有

意な変化を示すと考えられるパラメータを第3表に示す。格納

容器スプレイの実施によりドライウェル雰囲気温度・圧力の上

昇が継続しない等，状況によっては正確な判断が難しい場合が

存在するが，第3表に記載の場合は注水失敗の傾向を判断する

ことが可能と考えられる。ただし，注水が失敗している傾向を

確認した場合においても崩壊熱による蒸発量相当の注水を継続

し，最終的には原子炉圧力容器表面温度（下鏡部）が300℃に

到達した時点で注水不可を判断することとする。 

 

 

量相当の注水量とすると，原子炉水位が低下し損傷炉心の冷

却維持ができない可能性がある。この場合，その後の事象進

展により炉心下部プレナムへ溶融炉心が移行することになる

が，原子炉圧力容器下鏡温度が 300℃に到達した時点で，損

傷炉心の冷却失敗を判断し，原子炉圧力容器破損に備えた対

応を実施することとする。 

上記のとおり，崩壊熱による蒸発量相当の注水量に調整し

た場合，損傷炉心の冷却維持ができず，いずれは原子炉圧力

容器の破損に至る可能性があるが，崩壊熱による蒸発量相当

の注水量に調整しない場合（流量低下しない場合）において

も，いずれはサプレッション・プール水位の上昇により格納

容器フィルタベント系による格納容器除熱操作を実施するこ

ととなり，サプレッション・チェンバからのベントライン水

没防止のために原子炉注水を崩壊熱による蒸発量相当の注水

量に減少させる必要があり，その後，原子炉圧力容器の破損

に至ることになる。 

そのため，原子炉圧力容器表面温度の上昇等により，損傷

炉心の冷却失敗の兆候を確認した場合には，原子炉注水流量

を増加させることはせず，原子炉水位Ｌ０到達を判断した時

点で崩壊熱による蒸発量相当の注水量に変更することによ

り，サプレッション・プール水位上昇を抑制し，格納容器フ

ィルタベント系による格納容器除熱操作の実施を可能な限り

遅延させることとする。したがって，破断位置等の違いによ

る注水手順の差異は生じない。 

上記の原子炉水位不明時における原子炉水位の推定手段に

ついて第１表に示す。なお，流量計指示が正常な状況で崩壊

熱による蒸発量相当の注水が失敗している場合には，流量計

下流での注水配管の破断による漏えいが考えられるが，その

場合に有意な変化を示すと考えられるパラメータを第２表に

示す。格納容器スプレイの実施によりドライウェル雰囲気温

度・圧力の上昇が継続しない等，状況によっては正確な判断

が難しい場合が存在するが，第２表に記載の場合は注水失敗

の傾向を判断することが可能と考えられる。ただし，注水が

失敗している傾向を確認した場合においても崩壊熱による蒸

発量相当の注水を継続し，最終的には原子炉圧力容器温度

（ＳＡ）が 300℃に到達した時点で注水ができておらず，炉

心冷却に失敗したことを判断することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運用の相違 

【東海第二】 

島根２号炉は，損傷

炉心が冠水しているこ

とを，原子炉圧力容器

表面温度が過熱状態に

ないこと等により判断

している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・記載方針の相違 

【東海第二】 

 島根２号炉は，300℃

1.15-1019



 

   

 

柏崎刈羽原子力発電所 ６／７号炉 （2017.12.20 版） 東海第二発電所（2018.9.18 版） 島根原子力発電所 ２号炉  備考 

 

 

 

第 2 表 原子炉水位不明時における原子炉水位の推定手段 

 

 

 

第 3 表 パラメータ推移 

 

 

 

 

 

第１表 原子炉水位不明時における原子炉水位の推定手段 

 

 

 

 

第２表 パラメータ推移 

 

 

到達による炉心冷却失

敗判断も記載している 
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 添付資料 1.15.8 

原子炉圧力容器の破損判断について 

 

1. 原子炉圧力容器の破損に係る判断パラメータの考え方 

  炉心損傷後に原子炉へ注水されない場合，溶融炉心が原子炉

圧力容器（以下「ＲＰＶ」という。）の炉心下部プレナムに落

下（リロケーション）し，その後ＲＰＶが破損することとなる

が，リロケーション後のＲＰＶ破損のタイミングには不確かさ

が存在する。ＲＰＶ破損後は，ペデスタル（ドライウェル部）

に溶融炉心が落下することにより，ペデスタル（ドライウェル

部）のプール水の蒸発及び水蒸気発生に伴う格納容器圧力上昇

が生じることから，格納容器スプレイ及びペデスタル（ドライ

ウェル部）注水を実施するために，ＲＰＶ破損を速やかに判断

する必要がある。 

  このため，ＲＰＶ破損前に，事象の進展に応じて生じる物理

現象（原子炉水位低下，リロケーション）を検知できる【破損

徴候パラメータ】によって，ＲＰＶ破損の徴候を検知し，徴候

を検知した以降のＲＰＶ破損に至るまでの間はＲＰＶ破損を検

知可能なパラメータ【破損判断パラメータ】を継続的に監視す

ることによって，ＲＰＶ破損の速やかな判断が可能となるよう

にする。 

 

2. 個別パラメータ設定の考え方（第 1表） 

  破損徴候パラメータとしては，事象の進展に応じて生じる物

理現象（原子炉水位低下，リロケーション）を検知可能なパラ

メータを設定する。 

  また，破損判断パラメータは，次の①及び②に適合するパラ

メータから設定する。 

  ①ＲＰＶ破損以外の原子炉冷却材圧力バウンダリ外への熱の

移行を伴う要因により，ＲＰＶ破損と同様の傾向を示すこ

とがないパラメータ（ＲＰＶ破損の誤検知防止）（別添） 

  ②溶融炉心の落下挙動の不確かさ※を考慮した場合でも，変

化幅が大きいパラメータ（ＲＰＶ破損の速やかな判断） 

※ 原子炉注水機能が喪失した状態でＲＰＶが破損した

場合には，制御棒駆動機構ハウジング等のＲＰＶ貫

通部溶接箇所が破損し，アブレーションによる破損

口の拡大を伴いながら下部ヘッドに堆積した溶融炉

心が継続的にペデスタル（ドライウェル部）へ落下

する可能性が高いと考えられる。ただし，ＲＰＶ破

 ・運用の相違 

【東海第二】 

原子炉圧力容器の破

損判断のマネジメント

の相違 
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損前に原子炉注水機能が復旧した場合等，少量の溶

融炉心がペデスタル（ドライウェル部）に落下する

不確かさも存在すると考えられる。 

  破損徴候パラメータ及び破損判断パラメータは全て中央制御

室で確認できるものとし，ＲＰＶ破損の速やかな判断を可能と

する。 

 

【破損徴候パラメータ】 

 ・原子炉水位の「低下（喪失）」 

 ・制御棒位置の指示値の「喪失数増加」 

 ・ＲＰＶ下鏡部温度（第 1図）が「300℃到達」 

【破損判断パラメータ】 

 ・格納容器下部水温の「上昇」又は「指示値喪失」 

 

  なお，従来の非常時運転手順書Ⅲ及びアクシデントマネジメ

ントガイドでは，“原子炉圧力の低下”“ドライウェル圧力の

上昇”“ペデスタル（ドライウェル部）雰囲気温度の上昇”

“ドライウェル雰囲気温度の上昇”等を破損判断パラメータ

（ＲＰＶ破損時の変化が顕著で，同一のタイミングで変化した

場合には破損判断の確実性が高いと考えられるパラメータ）及

び破損判断の参考パラメータ（ＲＰＶ破損時のあるパラメータ

の副次的な変化として確認されるパラメータやＲＰＶ破損時の

変化幅が小さいパラメータ等）として定め，パラメータの挙動

から総合的にＲＰＶ破損を判定することとしていた。しかし，

これらのパラメータは，溶融炉心少量落下時のようにパラメー

タの変化幅が小さい場合など，上記①②のいずれかを満足せ

ず，ＲＰＶ破損を誤検知する可能性や速やかな判断に支障を来

す可能性がある。このため，ＲＰＶ破損の判断パラメータから

除外するとともに，新規にペデスタル（ドライウェル部）水温

に係る計装設備として格納容器下部水温計を設置し，破損判断

パラメータとして設定する。 
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第 1表 過渡事象及びＬＯＣＡ事象時のＲＰＶ破損判断パラメー

タ設定の理由 
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第 58 条で重大事故等対処設備とする温度計の検出位置は代表

性を考慮してＲＰＶ上部，中部，下鏡部及びボトムスカート上部

各々1箇所としている。 

炉心損傷が進み損傷炉心が溶融すると，炉心下部プレナムへ溶

融炉心が移行する。その後，溶融炉心が下部プレナムの構造物を

溶融し，炉心支持板の上にある溶融炉心が全て下部プレナムに落

下するとともに，下鏡部の温度が上昇し，いずれはＲＰＶ破損に

至る。このようにＲＰＶ破損前には，下部プレナムに全量の溶融

炉心が落下することを考慮すると，ＲＰＶ破損の徴候を検知する

には下鏡部の 1つの温度計で十分と考えられるが，東海第二発電

所では高さ方向及び径方向ともに位置的に分散された 2箇所の温

度計を重大事故等対処設備とし，ＲＰＶ破損徴候の検知性の向上

を図っている。 

 

第 1 図 ＲＰＶ温度計検出位置 

 

3. 個別パラメータによる検知の考え方について 

2.で示した複数の個別パラメータを用いた，ＲＰＶ破損の徴

候及びＲＰＶ破損の検知方法について以下に記載する。 

  (1) ＲＰＶ破損の徴候の検知方法について 

第 2図のとおり，事象発生後は，ＲＰＶ内冷却水喪

失，炉心損傷，リロケーションといった物理現象が事故

の進展に応じて発生するが，その間に“原子炉水位の低

下（喪失）”，“制御棒位置の指示値の喪失”及び“Ｒ

ＰＶ下鏡部温度の 300℃到達”が検知され，その後ＲＰＶ

が破損することとなる。 

そこで，“原子炉水位の低下（喪失）”や“制御棒位
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置の指示値の喪失”を検知している状態では，機能喪失

した機器の復旧等の作業を並行して実施する可能性等を

考慮して破損判断パラメータを適宜監視することとする

が，“ＲＰＶ下鏡部温度の 300℃到達”を検知すればやが

てＲＰＶ破損に至る可能性が高い状況であると判断し，

破損判断パラメータを常時監視することとする。 

 

 

 

第 2 図 ＲＰＶ破損までの事象進展 

 

  (2) ＲＰＶ破損の検知方法について 

ＲＰＶ破損の誤検知防止及びＲＰＶ破損の速やかな判

断の観点から，“格納容器下部水温の上昇又は指示値喪

失”が検知された場合に，ＲＰＶ破損を判断することと

する。 

なお，格納容器下部水温を計測する測温抵抗体式温度

計については，水温上昇そのものを検知するほか，測温

部に高温の溶融炉心が接触すると温度指示値は急上昇し

オーバースケールする（温度上昇）。また，溶融炉心と

の反応に伴い測温部の導線周囲の絶縁材（ＭｇＯ）の溶

融等が発生すると，導線間の絶縁性が失われ短絡又は導

通することにより，温度指示値がダウンスケールする

（指示値喪失）。 

  (3) ＲＰＶ下鏡部温度の監視に使用する計器について 

ＲＰＶ下鏡部温度を計測する計器については，重大事

故等対処設備と設計基準対象施設が存在するが，このう

ち設計基準対象施設の計器については，重大事故等時の

耐環境性を有していない等の理由により，重大事故等時
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に正しく指示値が出力されない可能性がある。 

また，重大事故等対処設備の計器は重大事故等時にお

いても信頼性を有する設計であり，かつ位置的に分散し

て 2箇所に設置することから，重大事故等対処設備の計

器の監視によりＲＰＶ破損の徴候の検知は十分可能と考

えられる。 

以上より，重大事故等対処設備の計器が 300℃に到達し

た場合にＲＰＶ破損の徴候を検知し，破損判断パラメー

タである格納容器下部水温を常時監視することを基本と

する。ただし，重大事故等対処設備の計器が機能喪失す

る等の不測事態も考慮し，設計基準対象施設の計器が 1

つでも 300℃に到達するような場合には，万が一のＲＰＶ

破損判断の遅れを防止する観点から，ＲＰＶ破損の徴候

を検知し，破損判断パラメータである格納容器下部水温

を常時監視することを手順書に記載することとする。 

  (4) 個別パラメータの位置付けを踏まえたＲＰＶ破損判断の

成立性 

制御棒位置を除く個別パラメータは重大事故等対処設

備により計測されるため，重大事故等時にパラメータ変

動を検知可能であるが，制御棒位置の指示値について

は，全交流動力電源喪失時等，重大事故等時にパラメー

タ変動が確認できない可能性がある。ただし，その他の

ＲＰＶ破損の徴候に係る個別パラメータ（“原子炉水位

の低下（喪失）”，“ＲＰＶ下鏡部温度の 300℃到達”）

により事象の進展及びＲＰＶ破損の徴候が確認可能であ

り，“ＲＰＶ下鏡部温度の 300℃到達”が検知された以降

は，破損判断パラメータを継続的に監視することとな

る。したがって，重大事故等時に制御棒位置の指示値が

確認できない場合でも，ＲＰＶ破損判断の成立性に与え

る影響はない。 

 

4. ＲＰＶ破損の判断時間について 

上述のとおり，“ＲＰＶ下鏡部温度の 300℃到達”が検知さ

れた以降は，破損判断パラメータを継続的に監視することとな

る。このため，実機においてＲＰＶが破損して溶融炉心がペデ

スタル（ドライウェル部）に落下した場合，時間遅れなく破損

判断パラメータの変化傾向が確認可能であり，「実機において

ＲＰＶが破損したタイミング」から「ＲＰＶ破損判断の個別パ
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ラメータの確認開始」までの時間遅れは考慮不要と考えられ

る。 

したがって，有効性評価においては，上記時間遅れを考慮せ

ず，3.に示す“格納容器下部水温の上昇又は指示値喪失”の確

認に必要な時間を保守的に積み上げ，5分と想定している。さ

らに，代替格納容器スプレイ冷却系（常設）の操作時間 1分，

格納容器下部注水系（常設）の操作時間 1分を加え，ＲＰＶ破

損から 7分後にペデスタル（ドライウェル部）への注水を開始

する設定としている。 

なお，ペデスタル（ドライウェル部）水位を 1mとした場

合，ＲＰＶ破損時点から溶融炉心露出までの時間は，過渡事象

の場合で約 21分間，事象進展の早い大破断ＬＯＣＡ事象の場

合で約 15分間であり，ＲＰＶ破損から 7分後にペデスタル

（ドライウェル部）への注水を開始することで溶融炉心の冷却

は維持される※。 

※ 格納容器下部注水系（常設）によるペデスタル（ドラ

イウェル部）注水流量は 80m３／hであり，溶融炉心か

らの崩壊熱による蒸散量より十分多いため，溶融炉心

露出までの注水により冠水維持可能。露出までの余裕

時間は，過渡事象の場合で約 14 分間（21 分－7分），

大破断ＬＯＣＡ事象の場合で約 8 分間（15分－7分）

である。 
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別添 

事象進展を踏まえたＲＰＶ破損判断の成立性 

 

1. はじめに 

  ＲＰＶ破損は“格納容器下部水温の上昇又は指示値喪失”を

検知した場合に判断するが，ＲＰＶ破損以外の要因によって原

子炉冷却材圧力バウンダリ外へ熱が急激に移行した場合に，

“格納容器下部水温の上昇又は指示値喪失”を検知することに

よるＲＰＶ破損の誤判断の可能性について整理する。 

  別紙 5の 3.(1)に記載のとおり，ＲＰＶ破損の徴候について

は，事象の進展に応じて生じる物理現象（原子炉水位低下，リ

ロケーション）を検知できるパラメータの指示値により判断し

ている。“ＲＰＶ下鏡部温度の 300℃到達”は，リロケーショ

ンに伴うＲＰＶ下鏡部の温度上昇を直接的に検知するものであ

り，徴候を誤検知することはないと考えられるため，以下では

リロケーションに伴う破損徴候検知後において，ＲＰＶ破損を

誤判断する可能性について整理する。 

 

2. 考慮する事象 

過渡事象，ＬＯＣＡ事象のそれぞれについて，ＲＰＶ破損以

外の要因による原子炉冷却材圧力バウンダリ外への熱の移行に

ついて考慮する。 

  (1) 過渡事象 

ＲＰＶ破損までは原子炉冷却材圧力バウンダリの機能

が健全であるため，原子炉冷却材圧力バウンダリ外への

熱の移行としては，「逃がし安全弁の作動」が考えられ

る。 

  (2) ＬＯＣＡ事象 

原子炉冷却材圧力バウンダリ外への熱の移行として

は，リロケーション後における「破断口からの蒸気流

出」が考えられる。 

 

3. 考慮する事象とパラメータ変動の関係 

  過渡事象，ＬＯＣＡ事象のそれぞれについて，ＲＰＶ破損を

含む原子炉冷却材圧力バウンダリ外への熱の移行を伴う要因と

パラメータ変動の関係をまとめた結果を第 1表及び第 2表に示

す。従来の破損判断パラメータ等については，ＲＰＶ破損時と

その他要因で同様の傾向を示すパラメータは存在するものの，
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格納容器下部水温はＲＰＶ破損時特有の挙動を示すことから，

ＲＰＶ破損以外の要因を考慮しても，ＲＰＶ破損を誤判断する

ことはなく，ＲＰＶ破損判断の成立性に影響はない。 

 

第 1 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ外への熱の移行を伴う要因

とパラメータ変動（過渡事象） 

 

 

第 2 表 原子炉冷却材圧力バウンダリ外への熱の移行を伴う要因

とパラメータ変動（ＬＯＣＡ事象） 
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 添付資料 1.15.9 

 

自主対策設備仕様 

 

 
 

 

添付資料 1.15.8 

 

自主対策設備仕様 

 

 

 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，自主

対策設備について記載 

・設備の相違 

【東海第二】 

 ⑩の相違 
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 添付資料 1.15.10 

 

手順のリンク先について 

 

事故時の計装に関する手順等について，手順のリンク先を以下

に取りまとめる。 

 

１． 1.15.2.2 計測に必要な計器電源が喪失した場合の手順 

  ＜リンク先＞ 1.14.2.1 代替電源（交流）による対応手順 

  ＜リンク先＞ 1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

 

２． 1.15.4 その他の手順項目にて考慮する手順 

  ・原子炉格納容器内の水素濃度監視に関する手順 

＜リンク先＞ 1.9.2.1(3)ａ．格納容器内水素濃度（ＳＡ）

及び格納容器内酸素濃度（Ｓ

Ａ）による原子炉格納容器内

の水素濃度及び酸素濃度監視 

＜リンク先＞ 1.9.2.1(3)ｂ．格納容器雰囲気モニタによ

る原子炉格納容器内の水素

濃度及び酸素濃度監視 

 

  ・原子炉建屋内の水素濃度監視に関する手順 

  ＜リンク先＞ 1.10.2.2(2) 原子炉建屋内の水素濃度監視 

  ・使用済燃料プールの監視に関する手順 

  ＜リンク先＞ 1.11.2.3(1) 使用済燃料プールの状態監視 

  ・全交流動力電源喪失及び直流電源喪失時の代替電源確保に

関する手順 

  ＜リンク先＞ 1.14.2.1 代替電源（交流）による対応手順 

  ＜リンク先＞ 1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

  ・安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）に関する手順 

＜リンク先＞ 1.18.2.2 重大事故等に対処するために必

要な指示及び通信連絡に関する

手順等 

  ＜リンク先＞ 1.18.2.4 代替電源設備からの給電 

 

以 上 

 

添付資料 1.15.9 

 

手順のリンク先について 

 

事故時の計装に関する手順等について，手順のリンク先を以下

に取りまとめる。 

 

１．1.15.2.2 計測に必要な計器電源が喪失した場合の手順 

  ＜リンク先＞ 1.14.2.1 代替電源（交流）による対応手順 

  ＜リンク先＞ 1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

 

２．1.15.4 その他の手順項目にて考慮する手順 

  ・原子炉格納容器内の水素濃度監視に関する手順 

  ＜リンク先＞ 1.9.2.1(3)a. 格納容器水素濃度（ＳＡ）及

び格納容器酸素濃度（ＳＡ）

による原子炉格納容器内の水

素濃度及び酸素濃度監視 

  ＜リンク先＞ 1.9.2.1(3)b. 格納容器内雰囲気計装による

原子炉格納容器内の水素濃度

及び酸素濃度の監視 

 

  ・原子炉建物内の水素濃度監視に関する手順 

  ＜リンク先＞ 1.10.2.2(1) 原子炉建物内の水素濃度監視 

  ・燃料プールの監視に関する手順 

  ＜リンク先＞ 1.11.2.3(1) 燃料プールの状態監視 

  ・全交流動力電源喪失及び直流電源喪失時の代替電源確保に

関する手順 

  ＜リンク先＞ 1.14.2.1 代替電源（交流）による対応手順 

  ＜リンク先＞ 1.14.2.2 代替電源（直流）による対応手順 

  ・安全パラメータ表示システム（ＳＰＤＳ）に関する手順 

  ＜リンク先＞ 1.18.2.2 重大事故等に対処するために必要

な指示及び通信連絡に関する手順

等 

  ＜リンク先＞ 1.18.2.4 代替交流電源設備からの給電手順 

 

以上 

 

・記載表現の相違 

【柏崎 6/7】 

島根２号炉は，手順

のリンク先を記載 
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